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福祉読本「ともに生きる」の活用推進を‼ 
                  学校教育課 指導主事 比良 彰男 

 

北広島市では、「第５期地域福祉計画」を策定し、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続ける

ことができるよう、お互いが支え合い、ともに助け合う地域福祉の実現を謳っています。 

その福祉の街北広島市で、小学３年生から中学３年生が学習で活用している、福祉読本「ともに生

きる」が、今年度改訂されました。すでに児童・生徒に配布済みの

ことと思いますが、各学校におかれましては、福祉読本「ともに生

きる」の活用推進を図り、確実な福祉教育の充実に努めていただき

たいと思います。 

福祉読本「ともに生きる」は３部構成で、目次には、小学生向け・

中学生向けの内容かがわかりやすく明記されており、発達段階に応

じて指導しやすい工夫が施されています。 

Ⅰ 人として生きる 
 かけがえのない命や支え合う家族、友達との関係を取り扱ってい

ます。尊い命は、たくさん人たちの見守りや愛情によって育まれて

いることや、生きていくうえでの家族の役割や大切さ、充実した学

校生活を送るための友達の大切さなどを学習する内容になってい

ます。 

Ⅱ ともに生きる 
 福祉や障がい者、高齢者について取り扱っています。福祉の心を

持つ大切さや、いろいろな障がいの種類、困り感を持った障がい者

とどう接していくことが必要なのか。また、お年寄りへのいたわり

について学習する内容になっています。 

Ⅲ 違いを認め合う社会を目指して 
主に人権について取り扱っています。人として幸せに生きていく権利「人権」について学習し、身

の回りにある多くの人権について触れ、人権感覚を高めるためには、自他を大切にしたコミュニーケ

ーションが大切であることを学習する内容になっています。 

また、改訂に伴い、新たに令和３年に施行され

た「北広島手話言語条例」や SDGs の問題、教

育機会確保法、ヤングケアラー問題等を取り上げ

たり、「エスコンフィールドHOKKAIDO」の「バ

リアフリー」について記述したりしています。 

福祉読本「ともに生きる」は、市内の３年生以

上に配布していますが、中学校３年生まで使用し

ますので、小学校卒業後も中学校で使用すること

になります。７年間使用しますので、児童・生徒へ

の周知も併せてお願いします。 

また、中学校卒業するまでに、児童・生徒がすべ

ての内容を学習することが望ましいと考えます。そ

のためには、中学校区で各教科、道徳、行事等と関連

付けた、福祉読本「ともに生きる」の年間指導計画の整備をしていただき、全学年で確実な指導を行

う体制を構築していただきたいと考えています。 
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福祉読本「ともに生きる」 



              Futaba Koyo Style 
子どもも大人もワクワクする地域 

    

 

広葉中学校区では、「中学校を卒業する子どもの理想の姿」を共有し、義務教育９年間をひとまとまりと捉え、

系統的な教育活動が漸進するよう全教職員で取り組んでいます。 

今年度は、教職員が変わっても持続可能となるよう、昨年度と同様の組織で進めています。「推進部会（めざす

子ども像やスタンダードを実現する取り組み）」と「教科部会（小中一貫授業の実践）」の２つの部会に全教職員

が所属し、年間５回の小中一貫合同会議を行っています。小学校と中学校の先生方が顔を合わせて、建設的に話

し合いをしています。 
 

１．持続可能な小中一貫教育と地域社会との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．今年度の各教科の授業予定 

 

 

 

 

 

 
 

９年間を見据えた指導の充実と継続 

●学びのスタンダード、オンの姿 

勢の定着 

●相互乗り入れ授業、合同授業の 

実施 

 

 

コミュニティ・スクールと 

小中一貫教育の両輪 

幼稚園・保育園との連携強化 

●幼保小中・地域連携ごみ拾い 

●地域の資源、人材の有効活用 

 

児童生徒・教職員の協働を通した 

豊かな教育活動の推進 

●児童会・生徒会の協働活動 

●よりよい小中一貫の在り方を 

検討する小中一貫合同会議 

 

 

 

 

 


